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(第2報〕鹿島 ・アルミナ製造K於けるアルカリ虎理残溢の水洗に就いて1 

報命-Eヨ早稲田庭用化皐

第38競昭和 14年 2月第1冊第16巻

女)〔報

〈昭和 13年 12月 16 日受理〉

ナ製造iニ於けるアルカリ

慮理残i査の水洗に就いて (第2報)

(早稲田大挙運工率部感用金属科〉
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カルシウムアルミネート法の鹿理の場合

第 1報に於てはボーキサイトを苛性曹遠慮理したる捜査に就いてその水洗試験を行ひたるもの

であるが3 今同はそれと比較の意味に於てカルシウムアルミネ{ト博のアルカリ庭理建造に就いて

ヨた島鹿

1I 

同様の試験を行って見た。

カルシウムアルミネート停のアノレカリ慮理に依る純粋アノレミナ製造法としてはペグ ーゼン氏

聞宮事
(Harold Pedersel1)の方法が比較的有

4 

との方法に近名なるものであるから，

loO い庭理を行ひたる後の残置に就いて水

一一+ーーーー+ー一- :¥.，0の濃度
一--0-一一--a-- AL，O.の波度

洗試験を行って見た。とのペグーゼン

氏の方法にて製造せられたるカルシウ

1"20 

及 100
AI，O， 
の

浪

度

(g，l) 
60 

ムアルミネー ト津は 30，.... -50%の AI"

0"と 5--1096の Si02 を合有するも

のであって，之を 0.3"，0.8%苛性曹

達を含有する 3-8%炭酸曹達液にて

80 Frary 庭理すると云はれて居る。(E.

and Jeffries; The Aluminiull1 Indu-

stry 142) 

今回との水試験に使用せるカルシウ
40 

ムアルミネー ト津はその原鏡石及びそ

の庭理法が柏、異る故津としての性質も

多少異る黙があるとも思はれるが試験

20 

日ζp 

数

3 

t篠岡

。
洗

。に使用せる津は早稲田大暴醸用化製科

教室に於て秋山，乗松雨氏に依り製出



2 鹿島 ・アルミ ナ製造に於けるアルカリ臨盟残溢の*洗に就いて く第2報〉 2 

せられたるもので分析結果は失の通りである。

AI20!j CaO Si02 Fe20a とのカルシウムアルミネート俸を紛砕して 4.900目/cm2

55.62 33.55 8.89 l.D5 の簡を通過せしめ，カノレシウムアルミネート津 30部を苛

性曹蓮 6部，茨酸曹達 27部，水 130部にて一時間宇煮沸し，一葦夜放置の後水洗試験を行ひた

り。

7.k洗試験に使用せる混濁液の量は 37.76gm・との内に存在せる残査の量は 4.37gm(之は水洗試

験を格りたる後の捜査を 110
0

CI'C乾燥し秤量せるもの。)残査と分離せられたる浸出液め比重は

1.207，分析結果は Na20152.3g/l， AI.，O" 8G.Og/1であるから前記混濁液中の溶液の部分は 27.65cc

と云ふととKなる。

との液を第 1報に於けると同様に遠心分離器に費透を分離し溶液と水とを交換し，25。土 1の

恒温槽中に撹祥し，之を更に遠心分離擦に掛け 2同目の残査を分離す。か Lる操作を反復しその

都度の洗液を分析したるに第 6表及び第 4園の如き結果を得た。

第 6 表

No 2 3 4 5 6 

Na20 j聖際濃度 g/l 152.3 71.6 33.0 15.2') 7.22 3.50 

Na，O計算濃度 gll 152.3 69.9 31.9 14.59 6.62 3.01 

Al.Oa j電験波皮 g/l 86.0 40.1 16.7 6.90 2.98 0.87 

AIP.計算波皮 g/l 86.0 39.5 18.0 8.24 3.74 1.70 

7 

1.73 

1.36 

0.37 

0.77 

との表中の計算量は第 1報第 1表の場合同様残盛を含まざる時の計算濃度にして，との結果よ

り捜査 4.37gmI'C封する各水洗毎の残庄中の残留 Na20量及 AI20!j量を第 1報の式に依り算出

したる結果は弐の如 くなる。

査結 5 園
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3 鹿島 ・アルミナ製造に於けるアルカリ虞王監残告をD水洗に就いて 〈第2報〉 3 

室停 7 表

No. 2 3 4 5 6 7 

Na，O j主験濃度 g/l 152.3 71.6 33.0 15.26 7.22 3.50 1.73 

残波中に残留する Na，O量)
(残法に挙Jする%)

1.80 1.15 0.65 0.53 0.41 0.23 0.09 

残告を中にアルミ(ン残酸波ソにー言討ダすとるし%て〉残} 1.02 
留する Al，03量 0.64 0.33 0.24 0.16 0.05 0.01 

残法中に田健残アルミュウム化}ト
合物として留する Al，O.怠 O 0.15 1.30 1.83 2.02 2.44 2.51 
〔残詰まに霊訪する%)

残〈残告荷を量中ににませ残す留るす%る〉金Al，O.意Ji 1.02 0.79 1.63 2.07 2.18 2.4ヲ 2.52 

之を固に示せば第 5園の如し。

JII 明器石の場合

次にカルシウムアルミネート法と同様に比較の意味に於て，明器石のアルカリ廃理後に於ける残

策 6 図 査の7ki光試験を行へり。使用せる磁石の分

iin，O 100 
及

Al，O， 
の eo
i段
度
60 (gil) 

40 

20 

0 
tl 

一- 3ーーーロー Al，O，の波皮

一_c一一一品一- Na20 の波皮

2 

洗両車問 専t
a 

果は第 8表 (第 6園)の如し。

生事 8 

No. 2 3 4 

Na，O j霊験濃度 g/l 141.0 17.9 2.04 0.49 

Na.O計算濃度 g/l 141.0 18.8 1.87 0.20 

析は弐の如し。

Al，O. SiO， K，O 80.， 

28.7% 23.4% 5.9% 23.8% 

との鏡石を 700
0

C附近に般;壊せしめ 80

メッシユ附近に粉砕せるものを 30%アン

モニヤ7kにて加熱慮理し，硫酸加里及硫酸

アンモユヤを法出せしめ，充分水洗したる

後 110
0

CI'Cて乾燥せしめ，之を 200 メッ

シユの粉末献となし，との粉末 50部 K封

し苛性曹謹 4部水 30部を加へて 1時間

加熱溶解庭理を行ひ，そのま L一重夜放置

の後水洗試験を行ひたり。

試験に使用せる混濁液の量 37.68g，溶液

中の Na10 の濃度 14].0g/l， AI~Oa の濃度

85.0g/l，洗ト僚の各同に於ける濃度の分析結

表

No 2 3 4 

Al.O. 1霊験波iltg/t 85.0 10.8 0.24 0.07 

AI.O.計算獲!ltg/l 85.0 12.4 1.24 0.13 

との結果より残査に劃する各水洗毎の残留 NazO量及 AI20:!量を算出すれば第 9表第 7固の

如し。

室高 9 表

No. 2 3 4 

Na.O ~験濃度 141.0 17.9 2.04 0.49 

残量豊中に残留する Na，O孟(残澄に重せする%) 7.90 1.12 0.49 0.15 



4 鹿島 ・アル ミナ製造に於けるアルカリ鹿湿残法の水洗に就いて (豊臣2報〕 4 

残法中にアルミン酸ソ ーダとして残留
ナるAl，03量(残由主に劃する%)
残詰豊中に間健アノレ ミ=ウム結合物正し
て残留する Al，03主主〈残法に封する%)
残波中に残留する金AI，03量〈残浴に封する%)

第 7 困
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担E S
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回り 。
洗液中の Na，Oの波度 (gjl)

0.39 

1.75 

2.14 

0.07 

2.40 

2.47 

0.01 

2.50 

2.51 

との明鋒石による試験は水洗の際に

於ける温度が多少不完全たるとと及ア

ルカリ溶解後に於ける残査の粒子の大

きさの平均が前の II及 II試験と異

なる ζ と等の鴛之 を直接比較するとと

は柏困難であるかもしれぬが，翠に此

JJ!g l'C現れた敷字に依って之等を比較す

ればアルカ リの洗機献態は nのカル

シウムアルミネート法の場合が最も良

好・にして 1，III，の11.買である。

アルミ ナの洗樵献態K就いても同様

のととが云ひ得る理であるがとの場合

には翠に液を水に依り稀韓せる震に起

るアルミン酸曹主主の分解によるアルミ

ナ損失 (卸ち第 1報に於けるZAp
k於ける損失)の量が可な り大たるま毒

その残澄固有の量は大 した問題となら

即ち今回の如き貫験法に於てはアJレカリ分の水洗織はその残笹固有の性質に闘係を有し，アルミ

ナ分の洗樵はその建造固有の性質よりは寧ろ洗樵法の如何に闘係する事が大である事を知る事が出

来る。

t附記: 本研究中多大の御指導を賜りたる秋山先生に深謝の意を表す〉



5 村井 ・尾立 ・山本 ・強力現像液の篤lit乾板感度に及ぼす影響

(早稲岡大挙理工率昔IS庭用化事科) (昭和 14年 1月 11 日受理)

[ 2 J強力現像液の窮民乾板感度に及ぼす影響

村井安長・尾立維;恒 e山本研二郎

緒言

5 

強力現像液に依る感光度及びコン トラス トの増大並びに粒子の問題は相閥的のものである。数年

前畑宗一氏は共著書の中に亜硫酸ソ ーダ及び茨酸ソーダを含む濃厚メト ール翠液を紹介され露光不

足原板に劃する使用を推奨された。吾々は同氏慮方の他イーストマンコダック祉の最大ヱネルギー

現像、液，日本寓真率舎指定の標準感光度測定用現像液及びコダックの D-76鹿方等により感光度，

コントラス ト及ぴ粒子に及ぼす影響を比較研究した。本報に於ては感光度及びコントラストに闘す

る結果のみを記し粒ブ度の問題は別報を以て報告する。

賓験操作及現像液組成

感光度の測定は日本寓異拳舎 (N.s. G)式感度計を用ひて行った。測定法は日本思真率舎誌〔昭

十，第一巻第四観〕に詳記しであるが光源はタングステン電球で・色温度 2360
0

K とし之に Davis-

Gibson フィルグ{を装置し感光膜面に於ける光の強さは 4/レツクス (4Candlemeter)である。

露出は振子シヤッグ ーを用ひ感光度測定には 1/20秒の露出を輿へ.示性的線を得るためにはソル

ントンシヤッグ ーにて 5秒の露出を奥へた。

現像は恒温槽でlIII.現像に依り現像前後の温度差土0.2
0

Cの範囲内で行った。現像液の慮方は衣

の如 くである。乾板渡度は山部式濃度計を用ひて測定した。

第 1 表 現像液 の虎 方

メト ー ノレ 最大エネル
N.S.G現像液

強力現像液 ギー現像液

メ ト ーー ノレ 16.7g 16g 3g 

無7j(!l[硫竣ソーダ 50 60 50 

ノ、イドロキ ノン 16 6 

無*炭酸ソ ーダ 30 25 

孤 砂

苛性 ソー ダ 10 

臭 化加 型 10 

71ミを加へて金量 lO00cc 1000cc 1000CC 

アルコ ーノレ(局方「酒精〉 50 

現像温度は何れも18
0

C(メ トール現像液の場合は 15.5
0

Cの値も取った)

現像時聞は夫々費更してその結果を求めた。

定着，其他は常法に従った。

試料乾板は園産整色乾板を用ひた。

賓験結果:ー一一 感光度

D-76 

2g 

100 

5 

2 

1000CC 

1/20秒露出を行った乾板を前記各現像液にて異った時間現像し得た乾板の濃度を測定した。結
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来カブリ浪度は何れも 0.2以下でるったので各々より感光度を求め現像係童文(後記示性曲線より

求めたもの〉との関係を示せぽ次の通りである。

第 2表 現像僚イ牛と感光度の胸係 (1/20秒、露出〉

カプリ を除き 感光度 DINO 
温度 現像時間 波度 0.1を輿 現像係数

へる光検濃度 ON.S.G 10 

2 1.0 10 10 0.79 

メトール強力現 グ 3 I.l 12.6 11 1.12 

像液 l; 4 1.2 16 12 1.17 

6 1.2 16 12 1.24 

2 1.1 12.6 11 0.81 

3 1.2 16 12 0.9ヲ

I司 上グ 4 1.3 20 13 1.12 

1/ 5 1.3 20 13 1.28 

グ 6 1.3 20 13 1.40 

2 1.1 12.6 11 0.94 

最大エネノレギ ー dグy 

3 1.2 16 12 1.18 

4 1.2 1b 12 1.59 

現像液 グ 5 1.3 20 13 162 

グ 6 1.3 20 13 1.75 

グ 9 1.4 25 14 1.93 

180C 2 1.0 10 10 0.83 

3 1.2 16 12 0.99 

/ノ 4 1.2 16 12 1.21 
N. S.G 現{g[液イ

1/ 5 1.2 16 12 1.31 

グ 8 1.2 16 12 1.60 . 
1/ 12 1.3 20 13 1.82 

5 0.7 5 7 0.40 

10 1.1 12.6 11 0.71 

D-76 15 1.1 12.6 11 0.82 

20 1.1 12.6 11 0.93 

25 1.2 16 12 1.03 

以上の結果よりみればメ トール現像液 15.5
0

C では他の現像液に比 し感光度の増大は認められな

いが 18"C の場合は同一 γ一自立に劃して相官の感度の増加が認められる。I3Pち γ=1.2'""-'1.4K於て

メトーJレ車液が N.S. G 20
0 

(DJN 13
0

/10)を示すに劃し最大エネルギー現像液，N.S.G及び D-

76現像液は何れも N.S. G 16
0 

(DIN 12
0

/10)である。市し乍ら D-76は γ=1.0以下に於ては他

の現像液よりも高感光度を示すのである。 此事責は R.M. Evance & W. T. Hanson Jr. [Phot. 

J. 77.(1937) 5C9Jが指摘 して Chemiral-Physicaldevelopementとして説明してゐる。

猶ほ感光度と γの関係は階段的の結果を示してゐるが此の賄に就ては未だ充分の測定値を求め

てゐないので、他の機舎に究明する積りである。

示性曲線

5秒の露光を行った乾板を前同様現像時間を蜜へて得た結果は弐の通りである。



各現像液に依る乾板濃度の測定値

N.S.G.光襖濃度に謝する乾板の濃度

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 

1.39 1.15 0.90 0.67 0.50 0.36 

1.74 1.45 112 0.87 0.62 0.42 

2.00 1.69 1.34 0.99 0.73 0.48 

2.13 1.82 1.41 1.08 0.80 0.55 

1.9ヲ1.57 1.20 0.84 0.58 

1.50 1.22 0.93 0.68 0.41 

2.00 1.57 1.22 0.87 0.5.5 

2.39 1. 90 1.42 1.00 0.62 

2.52 2.04 1.55 1.09 

2.84 2.25 1.76 
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2.0 

現

像
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1.5数

r 

1.0 
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D-76現像液に依る示性曲線(1800)集 4闘

現

像

係

数

(
E
)

0.;) 

2.0 

の
り
ー

0.5 1.5 0 

光量 logE (C. M. S) 

1.0 2.5 2.0 

:1.0 

1.5 

0.5 

2Jj 

2.0 

1.0 

波

度

(
D

第 3表の値より光量の常用封敷を横軸に，濃度を従軸にとって示性曲線を求むれば第 1-4圃

の如くである。

各現像液に依る示性曲線より得た現像時間と現像係敷 (γ)の関係数の関係を示せば第 4表第 5

園の如くである。

各現像液に依る現像時間主現像係数の閥係第 4表

、
D-76 

〈γ〉

最大エネノレ

ギー現像液

0.94 

1.18 

1.59 

N.S.G.現像液

0.83 

0.99 

1.21 

数係4家現
，. 
メトー ノレ

現像液

0.81 

1.∞ 

1.10 

1.28 

現像時間

分

1/ 

2 

3 

4 

0.40 1.31 1.63 

1.75 
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1.39 1/ 6 

1.61 1/ B 
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第 5 岡 現像時間と 7の 鞠係

1.8 

:1 6 8 12 15 18 21 2'.1， 

現像時間(分)

現

像

係

数

γ 

以上の結果より最大エネルギー現像液を用ふれば‘コント ラス トが相官増大する事が認められるが

メトー Jレ草液強力現像液に於てはその影響は比較的少い

綿 括

メトーJレ箪液及びメト ーノレハイドロキノ ン濃厚現像液を用ひて露光乾板を庭理した場合感光度に

如何たる影響を及ぼすかに就て D-76及び N.S.G.指定現像液等と比較研究した。結果として同

一γ値 (γ=1.2--1.4)に劃してはメトーJレ強力現像液が他の三者に比しゃ L大友る感光度を示す事
を知った。叉 D-76現像液は γ==0.8以下では最高の感度を示す事と同液で 20分以上現像すれば

他の現像液と同様の感光度が得られる事を知った。コントラストに劃する影響は最大エネルギー現

像液が最も大きく他のものに比し相嘗の硬調を奥へる事を示性曲線より明らかにした。

附言本質験は早大i!IE化篤~研究合の1受験として行ったも のの一部である。叉感度計及び波皮

計の使用其f也に就て種キの御便宜と御指導を賜った東大工率部E雇用化拳科菊池真一氏に深謝

の意を表する。



11 秋山・ 燐酸書壁土鎖より純アルミナのー製造法 (策1報〉

(早稲田大拳理工挙部E雇用化事科研究室〉 く昭和 14年 1月受理)

[ 3 )燐酸磐土績より純アルミナのー製造法 (第1報)

珪酸分布多き含燐カノV シクムアノV ミネー ト

1WJW停のアノV カ リ!差理

秋 山 桂

本研究の概要

11 

燐酸勢土鏑よりアルミナを製造する方法に就ては従来より多数の提案があったが燐酸分の存在が

珪酸分及鍛分等の分離と共に技術的に頗る困難を伴ひ未だ多々研究の官余地がある様である。

余は肢に別報(工業化製雑誌，昭和 13，41.， 776;昭和 14，42， 6)にも報告した如くカルシウ

ムアルミネート を主鵠とする融成物をアルカリ溶液を以て慮理する事に依り共れより純アルミナを

抽出し得る事を認めたので該研究を庭用する事に依り燐酸馨土鏑より宇乾宇漁式法に依りアルミナ

を抽出する事は比較的容易な事であらうと考へた。燐酸馨土鎖よりカルシウムアルミネート鏑倖を

遺る方法に就ては既に別報(本誌，昭 12，1.4， ，1冊，1;昭 13.1.5， J冊 1，3冊，15)に詳述

した様に賓験室的にも工業的にも比較的容易で、あり市も鏑停はアルミナ溶出用としてはアルミナセ

メントの場合の如くセメン トとしての性質を充分に具へる必要も主主く従てアルカリ可溶性のカルシ

ウムアルミネートを含んで居ればセメン トとしての性質はEうであっても差支へないと云ふ利射が

ある。問題は寧ろ鍍博中に少量たがら残留して居る燐酸分がアルカリ庭理の際どの程度に溶出し之

がアルミナの純度KEの程度に害を及ぼすかであると，思ふ，若しも害が大きいなら之を除去する方

法を講やる必要がある。本研究は以上の問題に重賠を置いて行はれたものである。本研究に依る時

は燐酸分の除去も簡翠に行はれ純良なアルミナが容易に得らる事は明かになった，然し友がら鍍博

中に珪酸が比較的多く残留する場合換言すれば原鏡石中に珪酸を多く含むものを使用する時は之を

電祭燈の 1段作業を以て除去する方法がなく従て鍍博中IC珪酸が其億の量で残留する事と友り，

斯かる場合はアJレミナ溶出率頗る悪いので本法に於ては原鏡石中 Al"U3%/Siu2% が是非とも以 4

上でるる事が必要保件である。若しも以下友らアルミ ナ補給原料も同時に必要とする。

燐酸馨土鎮の虚理法に関する従来の提案と余の方法

燐酸馨土鎮よりアルミナを製造する方法に闘しては敷多くの提案がある。夫等は大別して糠式法

と乾式法とに分ける事が出来る。従来提案されたものは主として様式法で，乾式法は極めて僅かで、

遅うる。

様式・法は原鏡石に酸叉はアJレカリを作用させ燐酸叉は燐酸堕とアJレミユウム堕叉はアルミン酸ア

ルカリを得る方法が大部分であるO 例へば原鍍石に硫酸を作用させて硫酸アルミ=ウム及燐酸に分

離し更にアンモヱア，石友等を作用させて硫安，アル之ナ，燐酸石友を製造する考案或は明望書及び、

燐酸アンモエウムを製造する方法，或は叉燐酸を以て分解する方法等にして之等は締て酸法とも稽

すべきものでるらう。ヲたに原鎮を苛性ソ ーダ叉は茨酸ソーダ溶液を以て慮理し先づ燐酸ソーダ及ア
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ルミン酸ソーダを生成せしめ次で石友の作用に依り燐酸分を不溶性の燐酸石次に費化させアルミン

酸ソーダ溶液のみを得る方法がある。更に叉水酸化ノξリウム及苛性ソーダを作用させて燐酸バリウ

ム及アルミン酸ソーダに分解する方法もある。之等は締てアルカリ法と稿すべきものであらう。

潟、式法は燐酸及アルミナの分離，鎖分及シリカ等の除去，及其他の工程に於て向残された問題が

多々ある様に考へる。

乾式法としては 2，3の考案が知られて居る。原錬をで硝と共に還元熔融分解し火で慌式溶解庭

理を行ふ牛乾式法の如きものもある。一般にアルミナ製造に於て芭硝を使用する方法は何れも色々

な障害がある棋ヰ葉である。乾式法の代表的のものとしては原鏡を炭素物質と共に電策櫨中に還元熔

融し燐及一酸化茨素を揮費させ燐底に燐銭，珪素鎖等を得ると共に熔の中聞に熔融アルミナを得

回

第 1聞製造系統国

1-~1tjjR'ヨ

粉弘
加熱健作i慮過

区司

る.之を取り出して苛性曹達のi容液と共

にカ日塵庭理しアルミン酸曹蓮を得る考案

がある，此の方法は興味ある方法ではあ

るが未だ研究の絵地がある様に思ふ。

以上述べた様に方法は多々あるが貴際

上友かなか困難友黙が多い様である。

余の研究した方法は宇乾宇淑式法であ

り之を製造系統固を以て示すと第 1園

の如くなる。

製造系統圃より見て明かた如く斯かる

方法に依る時は原料は燐酸撃事土鍍，燐酸

石友鎮或は石友石，及ピコークスで，之

等に電力と補給用アルカリが要る諜であ

る。

アルカ リは理論的には循環使用出来る

謹であるが貴際には幾分残査中に固定さ

都在~I れるのと操作中に損失があるので多少の

補給はまぬかれないが，とれは賓験に依

れば極めて僅少にて済む事を認めた。此
燐鉄|
目の黙に就ては貴験の部に於て述べる。向

アルカリ庭理液は少量の苛性ソーダを含む茨酸ソーダ溶液がよいので、補給には苛性曹遣を使用する

か或は循環液を幾分石友を以て苛性化し茨酸ソーダのみを補給すればよい。一酸化茨素の燃壌に依

る熱は原鏡石の橡熱或は鍍津のアルカリ庭理時の加熱に利用する事が出来る。向登生し?と茨酸ガス

は水酸化アルミニウムの沈澱に使用出来るが，原料に石友石を使用して之を強め石友窯で股燥すれ

ば共際得らる L茨酸五斯を利用する方が不純物が少くて宜しい。鎖i宰の化事組成，特に Al20・l/Si02

の値がアルミナ溶出率に多大の関係遣うる故原鏡石の燐酸馨土鎖は欝土分多く珪酸分少いものがよ

い，成るべくなら Al20ぉ%/Si02% が 4以上のものを使ひ度ぃ，勿論バイヤー法に要するボ{キサ
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イト の如く珪酸分が 3% 以下と云ふ様剖躍しい制限は必要とせや原鏡石中の AI~O :J%/Si02% が

出来るだけ大きいもの程よい。4以下の場合は成分調整の鴬少量のボーキサイト叉はヂアスポア質

粘土を添加して熔融する必要がある。燐酸馨土鎖中に鎖分が多量に含まれて居ても或は燐酸分が少

くても夫等は全く差支へない事は明かで、ある。鎮津中の燐酸分残留量は櫨作業を充分に・注意して行

へば 1%以下に迄下げる事は不可能で、はない。此の残留燐酸分はアルカリ庭理の際殆ど博出せや

従て純度の高いアノレミナが得られる。然し鏑津中に燐酸分を 5%以上も残留する様な事がるると

多少湾出する模様であるが其の除去法は 比較的容易である。勿論 5%以上も燐酸分を鍍博中に残

す事は甚だ不利盆な事である故熔融還元は充分に行ふ必要ある事は云ふ迄もない。

珪酸分輪、多い鎮i宰の試製

余は本研究開始の最初に於て先づ第 1表に示す様友原料より工業用電気櫨に依り鍍倖 4種を試

製し之等を第1岡のアルミナj容出用試料に選んだ。鎖津製造の模様は別報(本誌，昭和 13，1.5， 1 

冊， 1)の燐酸馨土鏑よりアJレミナセメン トの製造に闘する研究に詳述した所と全く同様である。

鏡津の化製成分は第 2表の如くである。

策 1表 使用原料の分析(%)

名 手露 灼熱減量 SiO.， Al.O. Fe.03 CaO P20， AI20./Si02 

大東島産燐酸撃事土賞者 10.0 7.5 26.0 14.0 4.8 37.5 3.47 

大東島産燐酸石1A鍍 9.3 5.5 14.6 4.1 35.5 30.9 2.66 

石 友 石 44.3 0.4 0.4 55.3 

コ ク ス 80.4 11.8 7.3 

章第 2表鎖俸のイ七拳成分く%)

呑量定 SiO. Al.03 Fe，03 CaO P，O. Al，O';SiO， f且 成 分

P--31 14.9 33.0 3.4 45.8 1.8 2.21 3.3CaO・1.3AI.O.・SiO，

P-32 17.0 35.4 2.6 41.8 0.8 2.08 2.7CaO・1.3Al，03.SiO， 

P-33 17.4 31.2 1.6 44.0 2.8 1.80 2.8CaO・1.1Al，O.・SiO，

P-34 17.9 44.8 1.4 32.9 4.0 2.50 2CaO・1.5AI.Oa .SiO， 

第 2表に示す如く鏑津は珪酸分柏多く石次撃事土セメン トの組成に類似しアルミナ溶出には柏、不

遁嘗である。之は原料K A1203/Si02が 4以上の良鍍が得られ十従て鏑博中に珪酸が多く残留す

る様になったもので止むを得ない所ある。近年燐酸磐土鏑には珪酸分の少いものが多量に護見され

るに至ったからもっと珪酸分の少い鋪倖も製造し得る謹であるが之れに就ては後報に述ぺる議定で

ある，本研究に着手した最初の頃即ち昭和 8年頃に於ては上記第 1表の様えに鏑石しか入手出来友

かったのである。依て余は止むを得歩先づ上記第 2表の様な鋪停に就てアルミナ溶出試験を行っ

たが嘗然の結果としてアルミナ溶出率は悪かったが本溶出試験は後の研究の非常な参考となり興味

ある所となったので敢て此庭に報告する弐第である。

鎮速のアルカリ鹿理

余は先づ P-31鋸停のアルカリ慮理試験を行った。試料の粉末度は 4900メツシ飾で 14%で

ある。庭理方法は試料 100gK水 500cc及色々の量の茨酸ソーダ及1iJ性ソーダを添加しフラスコ

中で 4時間加熱庭理し，後描過してアルミン酸ソーダ溶液を得た。溶液を分析し茨酸ソーダの苛

性化率，アルミナ溶出率，燐酸溶出率p 珪酸溶出率，ソーダ損失量等を求めた。其の結果は第 3表
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の虫日くで、遣うる。

第 3表 P-31鎖俸の常底アルカ リ虞理結果

イ史 用 量
アルミン酸ソ ーダ溶液の
分析(其の 1)

h注理番昔E 、

試料 Na2C03 
CN

し

Oa
た

osfiEfに〉〈焼
N句
I7
〈

Eλ
分笠1
子

20E
比

L
3 
〉
Na2CO. NaOH 苛性化量苛性化率

- ~ ，一，
‘ .!< " 

.. 
47% .6 P-3ト1 100 50 O 1.45 26.2 14.9 23.8 

P-31-2 100 45 5 1/ 12.5 25.1 32.5 72.2 

P-31-3 100 40 10 1/ 7.7 27.3 32.3 80.0 

P-31-4 100 35 15 1/ 7.7 28.0 27.3 78.0 

P-31-5 100 25 25 グ 7.5 26.6 17.5 70.0 

P-31-6 100 15 35 グ 6.1 33.2 8.9 59.3 

P-31-7 100 O 50 1/ 3.9 28.7 

P-31-8 100 75 O 2.18 

P-31-9 100 100 O 2.92 

アノレミン酸ソーダ持軍液の分析 〈其の 2)

民主理呑銃
， 、
アルミナ 溶出 P20偽 溶出 Si02 アルカリ損失量

語手出

20

率
% 
9 

溶出 A120.1 溶出1A.0%9 1203 持事出3A3.%9 1208 
P-31-1 0.890 6 

P-31-2 29.2 26.5 

P-31-3 28.6 0.19 0.62 38.7 

P-31-4 27.8 31.6 

P-31-5 21.0 0.15 0.75 42.2 

P-31-6 16.3 27.1 

P-31-7 9.3 0.15 3.58 67.0 

P-31-8 28.6 2.60 69，4 

P-31-9 24.8 2.80 53.7 

* 諸事出率は何れも鎖津中の同一成分に謝する % 
第 3表に見るが如くアルカリ使用量は Na2ujAl2u3分子比が何れも 2以上になる様にしたので

アルカリの不足は友いと思ふ。使用アルカ リと溶出アルミナの関係は茨酸ソーダのみの場合よりも

幾分かの苛性ソ ーダの加はった場合の方が良好であった。 此の賄は余の基礎的研究 (カルシウムア

ルミネートを主瞳とする融成物のアルカリ庭理，第3報参JR23工業化事雑誌に報告中〉の結果と柏

趣きを異にする， 1Mち基礎的研究に於ては P-31の様友組成の融成物に劃して茨酸ソ ーダのみを以

てしでも苛性ソーダを含むj昆液を以てしでもアル ミナ溶出雲容には大した差異がなかった。此の場合

は鏡津が電朱熔融に依り遺られたので多少高馨土質のカ Jレシウムアルミネートが生成されて居るの

かも知れぬ。号えに苛性ソーダを以て漸次茨酸ソーグ、に置き換へる時はアル ミナ溶出率は悪くなり，

茨酸ソーダのみと苛性ソーダのみとの溶出能力は後者の方が遥かに悪い。之を要するに茨酸ソーダ

の苛性化が相嘗な程度に行はれなければ鏑i宰中のアルミナは溶解し難い事は明かである。次にアル

カリの量を多くした場合に於ても溶出アノレミナ量は増加したい。故に此の鍍津の常塵アルカリ鹿理

に於ては最高 30%程度のアルミナ溶出率しか得られたい事は明かである。苛性化率とアル ミナ溶

出率との関係は後に於て論やる事にする。ヨたに P2U6は珠想の如く溶出率大瞳 1%以下であった

がアルカリが多い時は溶出量が多かった。弐に Siu2 も大曜に於て少かったが荷性ソーダの多い場
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合には多かった。此の P2Ud と SiU2は溶液中に溶解したものである故溶液より水酸化アルミユウ

ムを沈澱させる時は方法如何に依りアルミナ中に混入する量は多少減少するであらうが SiU2の量

はアノレミナの純度から考へると精多い快黙がある。 P2UO に就てはいす京れ後報に於て述べる議定で

あるがとれは簡草f主化事慮理に依り除き得る模様である。 SiU2及 P2U5の溶出塁手は鎖津の組成に

依り著しく異る模様である故後に一括して論じたい。ヨたにアノレカリ損失量は何れの場合に於ても僅

少であるが特にアルミナ溶出率最高の P-31-2に於て最小で、あった。然し使用アルカリが多 くなる

につれ損失量も大きくなって来る。

以上の賓験に依り色々の事がわかったが唯何と云って もアノレミナ溶出率が 30%程度では問題に

ならない。共の原因に就ては色々想像され奇が寅際上から考へでもアルミナ含有量が 30%蓋の鎮

津よりアルミナを抽出すると云ふ事は甚だ不利益主主語であるからそれが溶出率が悪ければ向更問題

にならぬ課である。然し余は更に化墜的興味よりして加~庭理したらどうなるかと考へて見た。詳

細にやると珪酸の多い鍍俸の分解機構が判明するかも知れぬが余は簡箪に 2，3の賞験を行って見

た。カ日E重機は西式の振壷式オートクレープを使用し茨酸ソーダ溶液のみで虚理した。 共の結果は第

4表の如くである。

第 4表 P-31鍍i宰の加座アノレカリ庭理結果

アルミン酸ソーダ漆液の分析
〈

庭理番5虎 試料 Na温003 座力 アルミ ナ 溶出 P，O鳥 溶出 SiO. アルカリ損失琵
溶出率

溶Hi0A.6%5 lu03 
漆出Al，03 容Ili A120a 

~ ~ 采座 % 
O.うp1d13%5 P-31-1O 100 50 10-15 34.1 

P-31-11 100 50 30-80 36.4 0.10 113 

加塵試験に於て 30-80来歴とあるは操作中僅かの間 80鎮座になったもので大韓の所 30無塵

である。結果は 10.......15集墜に於ても 30-80祭墜に於てもアルミナ溶出率は始ど差異がなく，常

塵の場合 20.9% のものが 3少、~3G% K増加したのであるから僅かの加塵に依りアルミナ溶出が著

しく促進される事がわかる。若しも苛性ソーダを含む茨酸ソーダ混液を以て虞理したなら一層高い

静出率が得られたかも知れぬ。

ヨたで余は残官会の 3種の鏑j宰に就てアルカリ庭理試験を行った。之等 3種は P-31よりも珪酸含

有量多く従てアルミナ溶出率p アルカリ損失等は一層悪い結果になるであらうど像想された。但し

P-34は P-31-P-33に比し馨土分多〈石友分少い黙に於て幾分異るので其の結果には興味がかけ

られると思ふ。 P-32の庭理結果は第 5表の如くである。

古事 5表 P-32費量伴のアノLカリ民主連結果

AN分al子so，O比s 

アルミン酸ソーダ務液の分析〔其の 1)

B註理番競 試料 Na，003 座カ
，、

Na，003 NaOH 苛性化率アノレミナアルカリ織失量
a 読手出1率4%4 縦:11.Al拘g g E 
7.8g 332P611% 2 P-32-1 100 50 1.35 常盤 33.4 

P-32-2 1/ 75 2.04 45.6 14.0 39.2 25.2 122 

P-32-3 1/ 
l∞ 2.72 1/ 64.1 16.4 35.9 29.1 137 

P-32-4 グ 125 3.39 1/ 84.3 16.0 32.6 28.2 195 

P-32-5 1/ 75 2.C4 10気底 33.2 21.8 55.8 35.9 100 

P-32-6 1/ 50 1.35 10-15然座 12.0 21.5 76.0 38.3 71 



16 秋山・燐酸努土鎖より純アルミナのー製造法く策1報〉 16 

P-32の場合?と於ては炭酸ソ{ダのみに依り鹿理したので其の最適アルカリ濃度に於けるアルミ

ナ溶出率は常塵慮理に於て大髄 30%程度， 10........15朱墨下に於ては 38%前後でるった。とれは

苛性ソーダを少量添加すれば溶解率は多少増すかも知れぬ。兎に角此の場合K於ては P-31鎮停に

比し幾分アルミナ溶出塁手は大であるがアルカリ損失量は大部分が 100%以上に達した事は注意を

要する。とれは鍍津中に珪酸が多い故かも知れぬがカ日昼庭理の際の方がアノレカリ損失量が少くなり

而かもアノレミナ溶出率が大となった事は注意する必要があらう，とれは同一珪酸量に針し固定され

るアルカリは常盤の場合と大差友くとも加塵に依り溶出アルミナが増加し従てアルカリ損失が小さ

ゑ値となったものであらう。加歴に依り苛性化至容が著しく大となる事も注目すべきである。

ヨたに P-33鍍j宰の庭理結果を第 6表に掲げる。

第 6表 P-33鎖浮のアノレカリ虎理結果

アルミン酸ソーダ溶

E注理番銃 試料 Na2CO. NaOH 座カ
液の分析く其の 1)

f 人ー ¥ 

Na2CO. NaOH 
苛性33化9.26 率K g 11: 宮 g 

P-33-1 100 50 O 常 1M 33.4 9.0 

P-33-2 グ 75 O グ 43.9 15.4 41.4 

P-33-3 グ 100 O グ 60.4 20.0 39.6 

P-33-4 // 125 O 1/ 77.9 21.2 37.6 

P-33-5 グ 65 8.5 I! 26.1 27.6 59.9 

P-33-6 グ 50 21.0 グ 22.9 30.2 54.2 

P-33-7 グ 25 42.0 // 17.8 35.8 28.8 

P-33-8 I! O 63.0 グ 53.4 

P-33-9 I! 75 O 10気座 23.3 25.8 68.8 

アルミン酸ツ ーダ漆液の分析く其の 2)
ー

居室理番披
諸事出 p.O. 溶出 SiO， アルカリ損失量

アルミナ君事出率
溶出 A120. 湾出A120. 溶出 A120.

% % % 999 6 P-33--1 13.6 

P-33-2 20.5 171 

P-33-3 27.9 150 

P-33-4 30.7 195 

P-33-5 18.7 0.55 212 

P-33-6 17.3 224 

P-33-7 5.9 5.52 524 

P-33-8 2.9 

P-33-9 38.0 0.015 0.05 148 

P-33のアルミナ溶出率は概して P-32より更に小で、あるが最適アルカリ 濃度及カ日昼の場合は P

-32 と大差がない。

ヨたで第 7表KP-34鍍停の庭理結果を掲け・る。

第 7表 P-34鍍浮のアルカリ鹿理結果
アルミン酸ソーダ溶

廃理番号虎 試料 Na.CO. NaOH 座力
液の分析(其の 1)

/ J・
Na2CO. NaOH 苛性化率

g 音 11: 冨 耳
289.8 6 P-34-1 100 50 O 常盤 7.1 1.2 

P-34-2 グ 75 O 1/ 12.4 1.1 17.3 
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P-34-3 ゲ 100 O グ 15.7 1.4 21.7 

P-34-4 グ 50 21 ，ノ 4.6 6.2 53.8 

P-34-5 75 O 10気盛 8.9 9.9 70.3 

アんミン酸ソ ーダ溶液の分析 (其の 2)

B主連番披
、

アルミナ溶I:H率 訴事出 P.o. 話事出 Si02 アルカリ損失量

溶出AI20. 終日jAl.OR 溶出 AI，03
13.57 E 

% % 
10P5 6 P-34-1 

P-34-2 12.8 132 

1'-3←3 13.6 208 

P-34-4 32.9 0.48 74 

P…34-5 44.7 0.03 0.17 99 

此の結果を見ると鏑博中にアルミナが P-3_-33よりも柏、多 く含有されて居る故かアルミナ溶出

率は P-34-5の場合に於ては 45%弱を示した。然し茨酸ソーダのみの常盤底理結果は極めて悪

い，とれは鍍j宰の石次含有量が少い賠から見ても嘗然であらわ 而して若しも苛性ソーダを含む混

液を以て加塵慮理すればアルミナ溶出率は 50%以上に遣するかも知れぬ，とれに就ては今後機舎

があれば賞験して見たいと思ふ。

以上 4種の鍍津のアルカリ庭理結果より見て石次鋒土セメントに類似する様夜組成の鏑倖から

はI炊き容よくアルミナを抽出する事は加摩操作を行ふ以外はあまり望みない事が明かである。故に燐

酸馨土鎮の AI20"jSi02が 4以下友ら他に何等かのアルミナ原料を加へて鍍i宰の組成を是非とも

AI20!ljSi02 が 4以上になる様調節する必要があらう。共等の研究に就ては後報に述べる事にしよ

フ。

結 言

AI20:1jSi02 が 4以下の燐酸馨土舗と燐酸石友鍍，石次石，及コークス等より石次馨土セメント

に類似する組成のカルシウムアルミネ{ト鏑津を遺り其等をアJレカリ溶液を以て~理しアルミナの

溶出試験を行った。結局余の別に報告し?と基礎的研究に於て得られた結果と同様に石友券土セメン

トに類似する組成ではアル ミナ溶出率は極めて悪< 10-30朱墨に加座しでも 45%程度迄しか溶

出し友かった。従て Al20sjSi02が 4以下の燐酸馨士銀を原料とする時は之を 4以上にするため

他にヂアスト ポア質粘土か或はボーキサイ トの如きアル ミナ原料を多少補給して鏑津の組成を調節

する必要がある。石友勝土セメントは熔融賠 1400
0

C附近である矯めに電気躍のタツピング作業は

容易であるが A120"jSi02が 4以下の燐酸望書土鏑翠味で他にアJレミナ原料を用ひやにやるとする

たら鍍博中の石友含有量を 30%位に低め加座アルカリ庭理をした方がよいと思ふ，然る時は電集

蝿のグツピング作業には柏、困難を増すが燐の気化分離は良好とえ主り而もアルミナ溶出率はよく主主る

と思はれる。 P205 及 SiO~ の溶出は鎖停の組成とアJレカリ庭理の方法如何に依り極めて少量に止

める事が出来る模様でるる。共等に就ては後報に於て述べたい。

附記 本研究に就ては日本製錬株式合社より御援助を賜はった，又~厳に於ては鹿島次郎氏の熱

心なる助力に負ふlW大である.併せて厚〈感謝の窓を表する。
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く早稲聞大皐王監工率制)~信用化Jf~科) (昭和 13年 12月 20日受理〉

r I J支那に於ける化皐工業調査の悶顧

小林 久平

予は明治 38年 4月..(1905年〉岩本周千 ・内藤熊喜雨氏と共に市圏湖南省長沙の滋拳橡備科教

習として同地に赴任した。燥感議備科 (校〉は新設のもので，湖南工科撃建設のi象科である。嘗時

の湖南省、巡撫端方の護意で、言1-董されたもので，在京支那留製生監督?と初、械の斡旋による ものであっ

た。数習の一人は庭用化製出身者を招牌し度しと東大臆用化製科教室に 申込んで来たとの事であ

る。予は嘗時教室に留って講師を務めて居ったが，iuT喜多先生の御推奉に依って欣喜之に腰、じたの

でるった。翌 39年 12月迄 (1906年〕俳製設備科に居ったがp 故浅野締一郎氏の石油事業K参

加するために辞して蹄朝した。-肱堅議備科では長沙の潮宗門に近い城内のー富豪の居宅を改築して

新校合に充て撃生 180官会名を入撃せしめた。之を日文科・英文科及び法文科 (悌語科の事〕 徳文科

(猫逸語科の事〉と別けたが 日本語は英法 ・徳三分科共に必修科目とした。予等三人も校合内に居

住 し事生も皆校合内に寄宿し通撃は一切許されぬので、あった。予は化墜と博物を，岩本理墜土は物

理 ・圃董を， 内藤氏は日本語を捻任したのである。理化撃の賞験装置及薬品等は全部我園より迭付

した。監替 (校長)は張鶴齢で、あったが，寓事は副監督の羅永紹が事を慮理して居った。羅永紹は

法政大事の出身であって，法制， 経済を婚嘗して居った。

予は明治 39年 1月の冬期休暇を利用して，長沙よ り漢口に出で， 化事工業を調査し更に京漢

鍛道で北京に出で，同地をJ視察し，再び京諜鎖道で漢口に，更に湖江を上って錦校した。約 1ヶ月

を要した。叉同年 7月の暑中休暇を利用して長沙より常徳に出で，湖南省を西逃して貴州省貴陽に

出で北i隼して四川省、成都に入 り成都を下って極外|に出で，揚子江を Fって漢口に叉夫れより長沙に

蹄った。 約 3ヶ月を要した。以下極めてfj司翠に踏査によって得たる欣態を記して参考に資せんと

するものであるつ

漢口・北京旋行

明治 39年 1月 5日，日清汽船舎祉のift江丸K乗じて長t少を出設し 8日に漢口に著いた。 16

日迄滞在して漢口・漢陽及び武昌の各工場ーを閥察し?と。1月 16日京漢餓道で北京に向った。此鍛

道は漢口より北京への鍛道で共嘗時は支那に於けるl唯一つの線路であった。前年の秋の開通で、あっ

たま莞め，設車 ・停車の時聞は殆んど不定の7Ik態であった。午後 2時叉は 3時頃停車し夜は運行し

ないので，漢口と北京間駐馬庖 ・郷州及び11関徳の 3ケ所に停車し，4日目に漸く北京に到着した。

北京には 1週間滞在し再び京漢棋で、漢口に戻り長沙に蹄ったのである。

武漢三鎮守ー漢口の西漢水を隔て L漢陽がある。叉漢口の封岸揚子江岸には武昌がある。漢口は平

坦の地で，江に沿ふ四遁八蓮の商業主也直で、ある。外園租界は江岸にダリんで居る。北は北京に京漢鍛
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道で，南は洞庭糊 ・湘、江の水路で長i少に交通の便があるの叉玩江の流れを遡れば貴州l省に到る。東

の方揚子江を下れば九江を経て南京，

小林 ・支那に於ける化拳工業調査の|匂願19 

宜昌 ・重度を経て四川

0 
0 

上海に到る。西の方揚子江を上れば，

づ
Ij

し

j

¥
¥
 

省に入る事が出来る。漢口は賀K支那の中心p 心臓である。中支那内地の土産は皆漢口に集中して

各地に積み出されるのでるる。漢口の間頭には数百といふ民舶が繋って居る。各種の土産p 植物

油 ・生皮類の運ばれ居る是には驚いたのである。

漢陽には漢陽鎖政局や湖北兵工廠がある。共他官腕同等の工場が多い。武呂には城壁がある。叉

有名主主黄鶴控除江を隔て L漢口 ・漢陽を一望の下に釆むる景勝の地を15めてゐる。嘗時武漢三鎮の

人口は 150寓と稽せられ居ったが確貴ではない。市して漢口在留の邦人は 500人絵との事であっ

た。三井洋行 ・三菱 ・大倉組・東興洋行・日信洋行等があった。

漢口に於ける明治 36年 (J903年)の外園貿易額は露両互Eが第一位で 435蔦隔であったが，共

翌年には，露西亙を除ける欧大陸諸閣の全貿易額が第一位を1J:iめ我閣は 518高雨の第二位と友り ，

英園は 443寓雨の第三位となった。次第々々に我園が優勢を示すに至った。

揚子江航路には，汽船 30有徐隻 ・登簿噸数 46，000，頓であった。内大阪商船合祉の汽船は 4隻

である。内 2隻は上海ー漢口間.1隻は漢口一宜昌，他の 1隻は漢口一岳州聞を航行するのであ

る。叉日清ー汽船舎祉は玩江丸 ・湘江丸の 2大汽枯を有し・漢口一長沙 ・対11揮聞の航路を有して居り，
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断然各園を塵倒して居ったっ

嘗時漢口に於ける外園よりの轍入品は金巾其の他諸織物 (英国より〉綿綿 (日本及印度より〉石

油ぐ米露及スマ トラより)砂糖(香港より )染料(滴逸より鍛道敷設用材料 ・石茨 ・海産物(日

本より 〉等で、あった。而して外図への轍出品は棉花 〈日本へ〉紅茶 ・緑茶 ・碑茶(露園へ〉鎖瞭 ・

牛皮 ・各種植物油等(諸問へ〉でるった。此の他民給で各方面に検迭されるものには，黄牛皮 ・水

牛皮 ・猪毛 ・黄麻 ・背肺 ・苧麻 ・皮油 ・木油 ・梓油 ・胡腕t・胡麻油 ・桐油 ・大豆油・綿貫・高品質油 ・

五倍子 ・蓮子 ・紙・ 石膏等があった。

漢口にては和豊麺粉公司の製粉，捷日公司の燐寸製造所がある。武昌で縦覧したのは官肺同，織

布局，紡紗局，銅幣局等である。アンチモー製煉所 ・製革所 ・製靴所は縦覧するととが出来主主かっ

た。漢陽では漢陽銀政日 ・湖北兵工廠 ・日信洋行 ・大豆搾油所 ・支那人経替のー搾坊等を縦覧し

た。漢陽銀政局は製鎖所で熔鏑;腕があった。錆鍍は大冶のものである。 コークスは江西省高Z郷石茨

より製したものである。隣接の兵工廠は我砲兵工廠の小規模のもので鎖砲を製造する所である。

漢口に於て調査した化製工業品目を皐げれば弐の如くである。硫酸 ・食堕 ・石膏 ・明鋒・陶磁器・

煉瓦 ・地部餓器 ・ガラス ・枕木(鎖道敷設用〉 ・石茨 ・石油 ・植物油(皮油 ・木油 ・梓泊 ・桐油 ・大

豆油 ・芝腕油 ・茶油 ・綿貫油等)石鹸 ・蝋燭 ・白蝦 (Insectwax)五倍子 ・染料 ・棉花・ 苧麻 ・紙・

砂糖 ・皮革 ・漆 ・燐寸 ・鉛白 ・酒 ・聞等で、あった。

前記の見~!地及び調奈の詳細は工業化製雑誌第九編第九十九競 ( 明治三十九年五月競) に拐殺し

て置いたので、此鹿には省略する。唯共結論を記して営時を追想する。

百年経営の先鞭は是れ我邦人一日の努力の成すの果，邦人一歩退けば漢口に於ける商工利権は悉

く外人の手に蹄すべし。

(1)清園に劃する将来の製造工業を企劃せんには先づ中心たる漢口を能く視察すべし。

(2 )化製工業の原料?とる種類は少敢なれEも其の量は費に多し。

(3)支那に於ける化率工業は皆手工時代友 り，原料は多く其健海外に稔迭され海外にて加工され

再び支那に職入せらるる情態たり。邦人は宜しく製遁に改良を加へて護蓬を助長せしむべし。

(4)持銀極めて低廉怠るを以て日支共同経替の札機とし新式の工場を建設すペし。

(5)外交上の針策宜しきを得ると同時に封支工業政策も亦施設を誤らざるを要す。漢口に於ての

施設一日遅るれば直ちに外人に機先を制せらるぺL。漢口には速かに我商品陳列所の如き ものを設

置すべしο

(6)漢口に於て速かに我工業試験所を設置すべし。支那の原料は邦人の手によって研究せざる可

ら歩。

京漢讃遁沼線一漢口を登車し湖北省と河南省、との省境にか Lると山岳があるが，之を過ぐると河

南省の平野に出る。其庚漠たるには驚いた。信陽を過ぐる時の黄塵や掛け1'1の城壁や順徳の冬の月等

は今猫記憶に存して居る。

黄河の鎖橋は約一里位はあらうと思はれた。黄河は洲が多 く水の流れてゐる虚は少ない。一隻の

帆舶が見えたのみである。全く揚子江とは雲泥の相違がある。黄河の鶴橋の南，左麓K錆色の硬砂
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居の丘陵がある。敷段に方十尺位の四角の穴が穿つである。穴居の跡だとの事である。

北京の城壁城門の雄大はさすがに支那の首都だと思はれた。長沙城武昌;城共他河南省内の城等と

は比較に友ら友いのである。北京では多くの名所を見物したが -k此庭に記する必要がない。 北

京では勧こじ局を見たが之れは手工事を徒弟に敬ゆる授産所で、粂物品陳列館で・もある。 夕刻騎舵が除

をなして荷物を蓮び市街を往来して居る光景は珍らしく感じた。北京滞在は 1月の最も寒い時で、

あった。零下 10度位で夜は遅く迄働くが朝起きは困難であった。

湖南一貴州l一回川三省接行

目的一本草制目其他に四川省自流3-1二・貢)1:地方には岩盟を産し叉石油が出ると書いである。湖北

省、線、督張之洞は石油を得るために試掘したとも言はれて居る。叉米閣の資本家も注意して居るとの

事である。 嘗時漢口の三井洋行に勤務されて居った森格氏は鹿市土用で長沙にも来られて知己であっ

たが3 氏は予が前記漢口滞在中の化製工業調査には非常に便立を奥へられたのである。市して更に

予が石油専攻である黒帥〉ら予に四川入 りを甜j誘されたのである。予は性来放行には非常に興味を有

して居ったので， 胃険的ではあるが快諾する事とした。

行路一四川入りの路であるが通例は皆肱で揚子江を遡るのである。漢口より宜昌迄は汽舶が航行

するが3 夫れより上流重度との聞には三峡の難所がある。民姶で行 くより外友い。少しく増水すれ

ば四川へ入るに二ヶ月 も三ヶ月もか Aる。日程K設定がイサかない。 之f'l:!':tして長沙より洞庭湖を横

ぎり常f患に出で貴ナ"1士号陽を通り，陸路四川に入れば兎に角に日教はか Lるが，橡定はつく のであ

る。但し此行路は 500里以上もるり通行人も稀れで危険極りない。支那政府の護J!夜はあるが，貴州、|

省の苗族部落丈けは責任を負はないとの事になって居る。然し陸路の方は湖南 ・貴州、|・四川省の地

質や物産を調査し得るの望みがある。従って此陸路を行 く事にした。

一行の雄装一日清汽船舎枇長白岩龍平氏に依頼して，岩田成正氏を通語として 同伴す る事とし

た。外に酵壊後備科の撃生曹守語表とボーイ糞を伴った一行四人である。毎日輪子に乗ったり叉は歩

行したりする事とした。橋子と云ふも頗る簡翠なもので，篠椅子の左右に夫々平らに竹棒を括り著

けて前後二人の靖夫に携がせるのである。 従って毎日械犬は少くも六人は雇ふのである。此の他洗

面器や蚊帳蒲圏を運ぶに捨夫(苦力〉二人を要する。叉騨K到着すると街門 (役場の様な所)に届

け，比庭より護衡を一人叉は二人付けて貰ふ事とした。 此護衛兵なるものは兵隊の版を着用し銃を

携へて居るがp 民の兵士では友い一向役に立たぬ名のみであるが，之に劃して一日五伯文(五十鐘)

を梯は友ければならない。 従って同勢は少くも十二三人より多きは十七八名K達した。

酷暑の候でるったから予も岩田氏も共に極薄い腕の支那版を着用し，勝髪の付いてゐる支那帽を

戴き一見支那人の様に支度し，岩田氏は高ーの場合を慮って短銃を批帯された。嘗時は支那人は皆

牌髭であった。

宿泊地ー7月 6日長沙を出裂して 9月 28日に長沙に蹄った。 此間 86日を費やした。途中貴

州省鋲遠に 2泊，同貴陽に 3泊，四川省自流井に 6泊.同成都に 5泊した外は何れの宿泊地 も

皆一泊宛であった。宿泊地を失表に記して置く。支那には大腸と小騨とがある。 小騨は支那里 60

里毎にあり，大騨は同 90里毎にある。 従って放行には毎日 60里か!JO里宛進めば順調であるが，
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賞際は斯くする事が出来ない。従って予等の一行は時には戸数 sO戸足らす、の僻寒村にも杭泊した

事があった。 IJ、騨は勿論の事大騨と云ふも我闘の如く放合(客桟〉がない。居室は不潔極まるもの

で，臭主義(南京議〕の出ない鹿等は友い。食事は凡て宿に着いてから豚 ・野菜を買って来て調理す

るのである。風呂は友い。主江上流になると渓流は我閣と同様に清水である。河に浴して洗身する

のであった。

f白 宿 i白 宿 ?自
一一一一一

月 日 JJ fI 月 fl 

7 6 長 沙 圭tC両日) 8 4 立を 陽 9 2 Ji!<; 事官

// 7 トi ーと
グ 5 f斉 鋲 グ 3 ro'i} 上

グ B '浴・ 徳 グ 6 本託 上 る' 4 同 上

グ 9 がh 拐、 1/ 7 ーが; 泥 告奪 1/ 5 同 上

tノ 10 i:)1; * 際
1/ 8 票キ 西 1/ 6 戸j 上

1/ 11 ;or 応
グ 9 甘 蔭 栄 y 7 黄土(峨江・:lIJ両日〉

グ 12 界 亭 4グ 10 大 メ，..ι司. 1/ B 姦定cf，司 上)

グ 13 !i~ 民 ゲ 11 畢 節 る' 9 江 安(揚子江)

，ノ 14 辰 州
グ 12 金 岱t 山 グ 10 新路口(揚子江〉

グ IS 筈 箕 揮事
グ 13 τim'r s 山 'Y@ 1/ 11 自 1少(同上〉

1/ 16 辰 渓 グ 14 磨 泥(四川行〕 グ 12 重 E主
'ノ 17 /J、 能 r1 ~ 15 双 井 ア 13 fi'l 上

// 18 機 11: グ 16 永 寧 グ 14 fi'J 上

グ 19 公 卒 // 17 太 卒 山(船〉
グ IS Ti'iJ 上

グ 20 況 州 グ 18 白台 ナH グ 16 fi'J 上

ノr 21 使 * 
'ノ 19 同 上 1/ 17 f音 陵(占的

グ 22 究; 州
1/ 20 懐 4患 銀 1/ 18 石 資 主字〈グ〉

// 23 玉 JJT{主主州"{n グ 21 箆. 順 1/ . 19 崩 磯 子い )

// 24 1協 同 グ 22 自 流 井 グ 20 巴 東く湖北省〉

rノ 2S 銀 遠 // 23 同 上 1/ 21 宜 畠(汽船〉

グ 26 同 上 グ 24 戸i 上
グ 22 同 ( r司〕

1/ 27 施 ヨt グ 2S 伊] 上 1/ 23 E草 日(同〉

グ 28 東ー 弓王 グ 26 同 上 グ 24 ドI 上

グ 29 清 卒 グ 27 I司 上 1/ 25 I司 上

グ 30 馬 長 坪 // 28 合 青白 場
グ 26 i同庭糊く汽船〉

// 31 賞 定
グ 29 主主 fH 1/ 27 同 上〈汽船〕

8 青白 // 30 南 津 '/ 28 長 沙 蹄 完ま

グ 2 ー良 陽 グ 31 揚 家 告Ii
グ 3 同 上 9 茶 底 子

宿泊地と宿泊地との中開通過せる村落間の詳細なる里程は 「湖南 ・貴州、l・四川三省放行日記」と

題して日本工業舎費行科事と工業 (本年一月競)に掲載して置いた。同誌を参照されん事を望む。

遁路・行逼ー湖南省の西宇都常徳 ・桃源地方洞庭湖に入る玩江流域は概して千坦で稲田が多い，

辰州，辰渓へは定江に沿ふて進むのでるるが次第に山岳地帯となる，而して貴州省の玉昇に入る，

鋲速は玉昇の西にある，常徳より鎮遠迄の陸路は極めて不良で、ああ査し此陸路は殆ど通行人がな

いからでるる，此聞は湖南より貴ナ|七 雲南に至る主要道路であるが，主江，況江の流れを利用して
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放行者は皆民舶に乗って往来するからである，下り舶は 10日間位で常徳に著くが上り般は1ヶ月

もかかるとの事である，陸路は険悪である君主め自然に博徒や乱暴者が此地方には蹴属して居った。

貴州省銀遠に入ると金く民風がー費して居る，鎖遠より西進ずれば貴州、|省、の主都貴陽であるが此

聞は全くの高山地帯である，特に貴定よりは高峻地となる，寅平とー貴定との聞には大風洞:其他開門

が多川貴陽以東には苗族が多い，貴陽より清鑑を径て騎西に至る此道路も亦高原地帯である，主要

節は貴州・ 雲南省境に近いが最も高麗の様である， 川p 貴，雲南の分水嶺に近い。畢節より正北行

して赤水かJを渡れば四川省となる，此赤水河は名の示す如く濁流は赤色を呈してi白々として流れて

ゐる，且此漠谷は貧に深い，恐らく雨岸は七八百米もあらう。貴州省より念に下り赤水炉Jをi度つ.て

四川省、に念に上るのであるが四川省の方が路が急;1控である，省境としては賓に除要の地と云ふ可き

である。

貴州省は殆んど全部が山岳地帯で貴陽は小なる庚場をl!:iめて居るのである，銀遠は貴陽に次ぐ府

であるが，主江の上流が其の東を流れて居って是れは少しく贋い平地でるる，此貴陽 ・鎮遠を除い

ては陸路に平坦地はない，関門が貫に多いp 然し之れにも拘はらや道路は四川省及び雲南に通示、る

要路に嘗り且一切河流を利用し能はざる矯め往来が頻繁である，族客は皆敷十人隊列をな して往来

して居るP 米 ・盤等の運搬が盛んである。四川省永寧よりは永寧河を下って櫨ナi'Iに出たのである，

掘州より富順を経て自流チ1:に達した。此地は所謂巴萄の盆地で丘陵はあるが平野である，稲田が能

く貰って居って刈入れ時期であった，耕してない地などは殆んどない，自流井より成都に行った。

四川省は九州の3倍よりは大きい。成都〈萄〉重度(巴〉の盆地は北 ・東 ・西三方は山岳重昼何れ

に出歩るも難路であるO 南は揚子江に沿ふて居るO 由民江 ・治江 ・i吉江 ・嘉陵江の四川が此盆地を豊

沃友らしめて居るのである。支那各省の内四川省のみが物資自給自足の州、!と稿せられてゐる。人口

調容で民家も湖南や貴州、|省と異なって立涯である。商貰も段盛である。従って道路の如きも官余程良

く人気も亦善良である様に感じた。

成都よりの錦路は民胎でi眠江を下って揚子、江の江安に出た。4 日間を費した。此聞に有名友峨眉

山がある。江安よ り重度，重度より宜昌，宜昌より大阪商砧舎祉の大亨丸で漢口に出た。漢口より

湘江丸で長f少に着いたので、ある。四川省と湖北省境揚子江数十里の聞は所謂三峡で寓豚と巴東との

聞には灘が多い。灘とは7k流が流れに逆に成居をなして居る，岩石に衝突して渦流激端を形成する

所の難所であるO 雨岩は絶壁をなし揚子江の幅は 1，......2町位に狭められて居る。但し風景は絶佳で

ある。控唐峡 .~区山峡 ・ 巴東峡等がある。 名所としては諸葛孔明の八陣を敷いたといふ魚、腹浦があ

る。Z区山峡に近い盛リ十lの下流である。浦の下流北岸には白帝城がある。成者1¥より漢口迄河流の里程

を毎日聞き之を合計したものは弐の如くである。

成都一重度間....・15G9支那里

重度一宜昌間・・ ・・・ ・・1571

宜昌一漢口問・・・・・ ・・・1200

グ

グ

計 4340支那旦

6里を我 1里とすれば約 720里と友る。7里を我]里とすれば約 620里となる。恐らく 600
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里位ならんと思はれる。

地質・錨物ー行路沿道の地質 ・鎖物に就て見聞せるものを略記する。

湖南省鄭家騨迄は千野で新生代の普通のものであるが，共れより丘陵が多く界亭からは赤色の砂

岩又は頁岩層となって行けども輩きない。

辰汁|の蘭渓(朗J中口と苦篠舗の間〉に硬い黒色と白色岩がー吋位に互暦をなして居る地層があっ

た。此互暦の聞から貴に完全な三葉愚 (Trilobite)の化石を採牧した。(予は化石には通暁せぬ故，

J宋牧せる化石は錦朝後地質製教室矢部長克氏の鑑定を請ふて共産地を付して東大地質拳数量に寄贈

した〉之によって此附近一帯は古生代の古期に属する地層である事が判明した。

反渓には石友岩がある。石友窯が数多あって石友を焼いて居る。辰渓より 11;.江，夫れより貴州省

境の玉砕に至るのであるが，辰渓附近には叉石茨を産出する。塊花附近では此石茨を穴に埋めて爆

焼してコークスを製造して居るor辰議府M舟山寺背後劉家坪至成地凸有錦繍」と云ふ。鋳錬とはア
ンチモエーの事である。叉征渓胡家趨産金銭，巴前官閉鎖，民不準開，到府産砂金民間張姓有硯基

欄阻閑，因此懐官兵相攻共死人二百有徐」要領を得ざりしも兎に角辰渓の雨方には鏑物があるなら

んか。

葡国は玉昇の西 10皇位にあるが，辰砂が爽雑して居る岩石様のものが多量にあった。(民汁|では

辰砂の玩具があった。辰州は辰砂の産地と聞いたが其の主産地は前記玉扉の北方 20里絵の貴州省

銅f二鯨に産するのであると云ふ事であるが，予等の放行首時は次第に其産出を減少したと云ふて居

った)葡田の附近の高砂鹿では鍛錬を有するとの事であるが要領を得ない。

銀遠より施乗 ・黄千 ・貴定・貴陽であるが，此の聞は山丘路で、銀雄闘とか多々の闘がある。要害

の地が多い。鎖遠の西皇官会の庭には牙t渓がある。 外人が護見せりと云ふ銀鏑の跡があるとの事であ

った。一日滞在して案内者を雇ふて踏査せるも共個所を知る事が出来友かった。鋲遠滞在中唐秀鐘

友るもの，鉛鏑，硫1G鎮鏑，銀鉛鎖，銅鏡及び辰砂を持参して鑑定を請ふた。此鍍石の産地を聞き

しに，玉昇豚蕉漢の封岸の賓頂山であると答へた3 要するに玉界 ・鎖遠の北方一帯は鍍産地であり

将来探究すべき地であらうと思はれた。

銀遠の西十里施乗聞の東放と楊柳塘との聞には立祇な闘がある。飛雲洞と云ふ「斡南第一洞」と

上に刻してるるO

施乗よ り進むと地質ー嬰石次岩の洞門があり，叉長石 ・石英 ・燈石等の火成岩が庚く分布して居

る。

黄平 ・清平に至ると湖南省界亭地方に庚く賦存せる赤色砂岩頁岩層と友るのである。黄平 ・清平

との聞の観音山に於て二個の化石オーソセラス (Ol'thoceras)を採牧した。此化石も亦古生代の古紀

のものとの事である。此附近には之れと類する化石が，道路の敷石に固著して居り且路傍の赤色の

砂岩にも数多あった。

清平の西里絵谷邦には長石の分解せる粘土の厚居がある。清平より馬長坪 10里， 馬長坪より貴

定 10寄金里であるが，馬長坪と貴定との間，沙平と宇謹街との聞には谷豪闘がある。東へ流る¥11;.

江と北に流る L清水江との分水嶺頂上で、ある。除要の地でるる。
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貴定と綜巴街との聞には石次岩が頗る多い。

貴陽に入る少し前の沙子崩と谷脚との附近には優良友スレート を産出して居る。附近ー替の民家

は皆此スレ{トにて屋根を葦いて居る。 此スレー ト産地附近で鵬鵡貝の化石 川autilas) を採牧し

た。

貴定より貴陽に至る路上数多の石茨居がある。貴定の西方 17--18里の街上迄には数多の石炭屠

がある。路傍にてコ ークスを製して居る。 此コ{クスは貴陽佐民の焚料であるらしい。一般に石友

岩や石茨居が多いのである。

貴|湯よ り西行 uO里皐節迄は前記の赤色砂岩層である。畢節より 10里の金銀山一帯は火成岩で

ある。花商岩の風化した粘土厚層がるる。洗粉を製造して居る。

主事節 ・金銀山・高山街Il・ 磨泥と夫々一泊したが，高山制 ・磨泥は前記赤色砂岩 ・頁岩層でるる。

高山舗は分水嶺である。比庭で腹足類一枚貝の化石 (Gartropas)を採牧した。

磨泥は四川省である。高山吉mは貴州省、で、ある。 J比聞に赤水炉[がある。赤水炉iJK闘しては既に記載

した。赤水炉Tの濁流は此上流地帯も亦賀川|省の大部分を占むる赤色砂岩質頁岩層である事を示すも

のと思はれる。

磨泥より永寧迄は山岳・地帯で‘あるが，永寧(殺7./(のtす岸〉から永寧かJを下って櫨汁IK出た。櫨ナ1'¥

は揚子江岸であるが，永寧iuTの沿岸地方は平野である。

要するにp 貴州、|省の東部大部分は赤色砂岩 ・頁岩層である。古生代の地層に属する事は前記採」炊

の化石に依って略々判明せりと思はれる。而して重要鏑物は東部の玉坪 ・鋲遠の北方の山岳地帯卸

ち銅仁幌、を 中心として 共以北 K産出するものと思はれる。叉石英 ・長石 ・燈石 ・スレート等は鎮

遠 ・貴州聞にある。叉石友岩 ・石茨暦も此地方に豊富に産する。畢節 ・金銀山地方にも亦鍍物を産

出する友らんと思はれる。

一般に赤色砂岩 ・頁岩居は整然と互居をなし，何里行って も整然と して居た(特に四川省は然

t )。傾斜 ・走向等は寅に能 く遠く より望み得るが如き大規模のものがある。叉化石も多いのであ

る。若し我地質撃者が貴州省を調査せば比較的容易に研究を完了し得るならんと，思はれる。

櫨州よ り陸路富順を経て自流チ|こに出で， 暫らく滞在して調査した。此成都の盆地もやはり貴ナl'陥

に見たるが如き赤色砂岩 ・頁岩暦である。四川省では化石は一個も保牧出来友かった。

盟:丸二は叙州府自流チlニ・同貢井， ZZ定府五通橋，成都府石橋，謹川府射洪 ・蓬渓にある。年々 3億

斤位は0，000噸)を産するが，此"-i::.量は自流井で産するのである。自流井の産堕地帯は幅 2哩延長

約 10哩と稿せられて居る。堕井の深度は 200丈--300丈友 りと云ふ。我上総掘の理論と略主同ー

である。制索の上下動力は牛である。簡駿法の動力は 人夫 6人である。支那の書 n護法志JK其
地層汗が記しである。 上層より記すれば，紅岩・瓦友岩 ・黄聾岩(合油層)・草白岩 ・草沙岩 (草皮

7./()・青砂岩 ・白沙岩(寅フ，./()・煤茨岩 .UWe鑑岩 ・黒煙岩 ・繰豆岩 (黒7./()である。草皮7./(・黄水及び

黒水で、所謂合盟水で、ある。黒水が最も 堕7./( K富むので、ある。 一井を開撃する費用は深さ ~OO 丈で

約 15，000元， 300丈では約 28，000元 (元は我固と略同じ〉を要すとの話しであった。通例J4-..5

年で、漸々ーチ|ニを掘る と仲々集の永い話しである。
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E優71<は高い棲上のタンクに運び，之れより竹管で各所散在の製E屋場に諮る。製盟場には約 3尺

位の鏡鍛鍋がある。之に少し入れては蒸稜乾固し叉其上に盟水を入れて蒸殻乾固し之を十数回行

ふ 3 絡 りには鍋全部に乾因物が薄居をなして充つる。此鍋を倒にし，ぽっくり と内容物を離し，之

を 2伺に切る。 色は真黒で盟とは到底思はれない。之れを馬背左右に一個宛背負して貴州省、や雲

南省に運搬するのである。此外に我園製盤法と同様な純白の粒欣盟をも製するが，此は花盛と稽し

てゐる。花盤の製造には豆汁を使用する，詳細は「化撃機械JI'C追って記する。

E経井から天然ガスが出る。之れは煮詰め用燃料とするコ此他燃料には石茨や乾餅(牛糞)を使用す

る。)~:戸によっては硫化水素臭が著しいものもあった。

石油に閲して聞きしに 「自流井 ・'0¥順六寸里，毎年不過出幾蔦斤，只可捺牛用」

予は石油の出る井戸に就て巡廻し堕水の上に浮ぴ来る少量の石油を掬取して漸くビール健一本の

見本を得たに過ぎなかった。西山原油の色と同じく濃緑色である。兎に角プ百九:之内油井不出三四」

と答へて居る有様で、あった。

予は「清間四川省に於ける堕)1:・火八二及f白井」と題し，工業化製雑誌第 10編第 10挽明治 40

年 2月)に自流井の地質 ・撃刈二用器具 ・撃)1二法 ・盟水汲上法 ・総選法 ・製堕法等に闘し 「盟方志」

を参照して詳細に報告してたいたが非常に興味があるものである。支那にて 2，000年の昔から行

はれて居りJ!ニ教も 10，000IL.達して居る。

最近四川省の巴萄盆地の地質に闘しては Arnordl-Ieim氏の調資報告があるとの事でるる。 大村

一離氏は之を補語し石油時報 (昭和 13年 8月続)に 「四川省、の石油」と題して報告されたc .A1'-

nOl'd l-Ieim氏に依ると弐の如 くである。盆地の地居序は上居より記すれば(1)白望紀(錆色岩系〉

(2)保羅紀〈合石茨系)(3)三昼紀(石次岩系〉であると。

叉之れより前の調査に係はる リ1::，ト・フオーへン氏の調査に依れば (1)緒色砂岩系〔上部は白重

紀下部f~ミ羅紀 iて属するものらし く最上部は第三紀層に属すべき疑ひあり) (2)合石茨砂岩系(上部

は下部保羅ライ シック，共他は最上部三昼レーチック )(3)石次岩系(全部三塁紀のものであるらし

い)(4)古生代石炭系(二盈系)とある。大村氏の記載に依れば Heim氏の調禿で一段と四川盆;地

の地質が明瞭になったとある。

予は前に記した如く貴ナ1'1省の放行地域の殆んと全部は赤色の砂岩 ・頁岩居である事を知った。且

湖南辰渓にては三葉議の化石を得，叉葉子ど清子聞にてはオーソセラスの化石を採牧した。是等は

何れも古生代古紀のものであるとの事である。叉数十型の間石決居や石次岩もある。是等は夫々四

川省の合茨砂岩系及び石衣岩〔二昼系叉は三昼系)I'C相官するものにあらす、やと思はれる。 而して貴

州省と湖南省、境謹が最も古い古生代の古紀のものと考へられるコ而 して重要鏑物は貴州省銅仁懸及

び雲南省、境高山鋪 ・金銀山附近に限定されて居るものと考へられる。

自流井 ・貢チ1:地方の石油に閥しては 「萄語Jr天涯聞見録Jr自流Jj:記」等共他外人の石油著書:等

にも記録しである。勿論前に記した如く堕水が三層位あり共最上部に極少量の油昏がある様である

がp 共重たる極めて徴量で、あって今日の庭豊富友る油田地帯とは認むる事が出来ないと考察するの

であるC



28 小林 ・支那に於ける化事工業調査の同願 28 

自流井の外に四川省にては遂寧の北西蓬莱鎮の火井溝と重度の南方約 10里煙放の石油議との二

産地が記載されて居る。

化撃工業原料等ー湖南省の長沙から常徳府桃源鯨に至る聞には水田が多い。叉棉も栽培してあ

る。

湖南省、の西部辰州地方迄廃い丘陵地帯には山茶花 ・桐等が植えられである。晃リ十|地方には桐賓の

搾油所も多くある。 之等南部は湖南省の茶油 ・桐油の原産地である。

玩州、|では白蝋(イボタ蝋)を産する。叉猪毛をも産する。

晃州附近では上り窯があって瓦を焼いて居った。湖南貴ナト|の省境近くの貴州、|省の玉界にも瓦嬢窯

治宝ある。

鎖遠(貴ナ1-1省)の少し西の牙渓には菜種の搾油所がある。(支那の搾油所の装置は何れも同様で、あ

る。石臼で種子を粗砕し捻盤(ヱツヂランナー式と原理は同じ)更に粉末となし「セーロ」で蒸し次

に締機にかけて油を搾るのである〉。

鋲遠と貴|場府との間，清子 ・馬長坪附近一帯は山岳地帯でブk回がない。多くは義々たる岩石露出

して居る。此岩山に高梁 ・葱谷等を植付けて居る。之等を常食とするか叉は之等を米飯に雑ぜて食

ふて居る。叉向 日葵の種子を西瓜種子の代りに食す。

四川省永寧附近には竹が非常に多い。 竹傘 ・竹筑 ・竹袋等を 一村奉げて製造して居る虚があっ

た。

永寧府に近い落嵩附近の蔭龍漕と云ふ鹿では嬰粟子種の搾油所があった。叉歯磨粉の製造場もあ

った。

落語ではガラスを吹いて居る家があった。勿論畑管様のものや，玩具のみで皆青色のもので純白

のものなEはないが一寸驚いた。富余程以前より製造して居るとの事でるった。

四川省永寧には勤工局 ・運銅局があり叉成都には動エ局がある。我園の明治初年の授産場と物産

陳列場を粂ねた様なものである。

貴陽府には燐寸の工場がある。

工業原料たる鍍物 ・岩石K閲しては前に記した通りである。要するに貴州省、には耕地が少友ぃ。

湖南省は植物油 ・棉花を産する。四川省は盤と米が豊富である。

沙

長沙には化皐工業として見るべきものがない。然し常に話題に上って居ったのは大冶の館山 ・江

西省浮郷の石茨 ・湖南省賓匿のアンチモニ ー(激〉 ・江西省景徳鎮の陶磁器其他石膏 ・明馨等で、あっ

た。

大冶鎖山は盛宣懐が滴逸人技師に調奈させて明治 26年間坑したものである。我園人も之れに資

金を奥へ鍛錬を買入れる契約を締結して，之を八幡製鍛所の原料に供したのである。是等の関係か

ら西津公雄氏が大冶に居られた。漢陽の銀政局の製織原料は皆大治鍛錬であった。

葎郷は江西省であるが，湖南省境で長f少からは遠くない。濁逸人技師が開坑し経替して居ると聞

いた。此麗でコークスを製造し之を漢陽鎮政局に選って居ったのである。



29 小林 ・支那に於ける化拳工業調査の悶顧 29 

湖南省のアンチモニーは世界有数の産地として稿せられた。一度視察ぜんと思ったが暇を得歩、に

呆さえEかった。鍍石は費に美事のものである。

江西省景徳鎮は陶磁器の産地である。高嶺土で有名である。金支那使用の向磁器の殆んど全部を

生産するとの事である。支那は鍍物の種類は少友いが，英代り同一地質の分賦が庚大であるにより

同一種鏑物の産出量は賓にE大である。我園の如き到る鹿陶磁器を産するのと趣きが異なって居

る。

昭和 13年 10月 27日皇軍既に武漢三鋲を攻略し今や長f少も亦我手に蹄せんとする。忠、勇なる

将士に深 く感謝するのである。大冶の鍛錬は我八幡製錬所に聡迭されんとしつ Lある。近き将来に

は掠郷の石炭，賓慶のアンチモニーも亦日支の原料に供せらる Lであら う。 誠に慶賀に堪へ友い。

支那に新政様樹立し日支合耕の組織を以て此庭に日支共存共栄興亜の大業を完成する事を得べしと

イ言やる戎第である。

支那l亡於ける化製工業の開張は勿論邦人の手によって企差完成せらるべきである。少北t技術者勇

躍して彼地に向って奮闘努力せざれば輿Eの真目的を達成する事は出来友いのである。予は此射に

向って大に少北t技術者の奮起を切望する次第である。 (昭和 13年 12月 20日記〉
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(Abstract From Original PapersJ 

(1 J A Consideration on the Washing of the 

Alkali-treated Residue of Aluminium Ores 

(The 2nd Report) 

By Jiro Kajirna 

30 

1n the first report it was dealt with th巴 washingof the alkali-treated residue of 

a bauxite with a view to extract completely alkali aluminate adhering to the lesidue. 

1n this pape1' the autho1' proceeds to car1'y out similar expe1'iments on a calciull1 alu-

ll1inate clinke1' and an alunite. 

1. An乱lytical1'esult of calciull1 aluminate clinker and alunite: 

Calcium aluminate clinke1' and alunite used in thes巴 expe1'imentshad the following 

巴omposition.

Al，03 CaO FliO。 FC，03 K，O 803 
Ca-nlumina旬 55.62 38.55 8.89 1.95 

Aluniもe 28.7 23.4 5.9 23.8 

2. Composition of the wflshing弓 ofthe alkali司treatedresidue of the ca1cium alull1i-

nate clinker : 

The cinke1' was tnated with a solution containing both caustic soda and sodium 

cal'bonllte; the residue obtained was 1'epeated1y washed with water at 250C and th巴

compMition of the washings wel e examined. 

No. of Washing 2 3 4 5 6 7 

Cone.ot Nh(gO f in 
washings (gjl) 152.3 71.6 33.0 15.26 7.22 3.50 1.73 

Na"o 1'eもainerl
1.80 1.15 0.65 0.53 0.41 0.23 0.09 1nもheresidue (%) 

A1203(91n61 )(asNa-
aluminate) retained 1.02 0.64 0.33 0.24 0.16 0.05 0.01 
in the residue 
A1203(%)(as insoluble 
corもl1hpeounds)rotalned O 0.15 1.30 1.03 2.02 2.44 2.51 
in the n、sirlue
Total Al203 1'cもained
in the residue (%) 1.02 0.79 1.65 2.07 2.17 2.49 2.52 

3. Compositi on of the washings of the alkali-t1'eated l'lIsidue of the alun ite : 

The alunite was succesively treated with ammonia and caustic soda solution; the 

l'csic1ue obtaincd was repeatedly washed "¥vith water at 25
0

C and the cOll1position of the 

washings weI'e examined. 
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N o. of Washings 2 3 4 

Conc. of Na.'o in 141.0 17.9 2.04 0.49 
washings (g/l) 

Na，も1O1e reMined in 
residue (%) 

7.90 1.12 0.49 0.15 

A12L0IE 3:(96)(as Na-
aluminate) reぬ1・ 3.07 0.39 0.07 0.01 
ned inもheresidue 
A1l2u0b 2:(%)(as inso-
le compounds) O 1.75 2.40 2.50 
re色ainecJ.ii:J.もhere日idue
Total Al，Oa reもained 0.07 2.14 2.47 2.51 
in the residue (%) 
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(2) On the Effect of Concentrated Developer on 

Contrast and Sensitivity of Dry Plate 

By Sukenaga Murai， Koretune Odate and Kenjiro Yamamoto 
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Experiments have been calTied out on the efl'ects of contrast， graininess and photo-

sensitivity of photographic plates developed by the following developers. 

1. Metol concd. developcr 

1s.7 g Metol 

50 g Na2SO" 

30 g Na2COa 

Water QS 1 litre. 

2. Kodak Maximum Energy Deve10per 

16 g Metol 

60 g Na2SOa 

16 g Hydroquinonen 

10 g NaOH 

10g KBr・

50 cc Alkohol 

、NaterQS 1 litre. 
3. N. S. G. Dev巴loper

3 g Metol 

50 g Na2SOS 

6 g Hydroquinone 

25 g NazCO" 

19 KBr 

Water QS 1 litre 

Kod乱kD 76 

The photosensitivi y and tbe cbaracteristic 巴Ulves were obtained with .Tapanese 

standa.rd sensitomet白rproposed by the Socicty of Scientific Photography of Ja.pan. 

Of the plate used， a11 of which Orthochromatic， the chara巴teristiccurves of the negatives， 

after different developement times， were determined， and from them was obtained the 

Curve which indicated the (hange of ry-value with the change of the developement time. 

The developement was carried with dish at 18
0
C. 

The Results Obtained 

1. SENSITIVITY :-No. 1 developer shows a maximum value for the same γ. (γ:=:1.2--1.4} 

D-76 gave higher sensitivity to other depelopers wben γwas less than 0.8. 

2. CONTRAST :-No. 2， maximum energy developer， was the highest of all. 
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(3J Extraction of Alumin.a from Aluminium 

Phosphate Ore， 1 

By Kei-ichi Akiya'ma 

33 

The author extracted alumina froni aluminium phosphate ore by a calcium alumi-

nate process. The proposed proc、ssis as follows: aluminium phosphate ore， cal巴ium

phosphate ore or lime， and clokes are mixed and fused in an arc furnace， and then 

calcium aluminate slag is obtained with phosphorus and ferropho sphorus， the calcium 

aluminate slag is powdered and digested with sodium carbonate solution containing 

small quantity of sodium hydroxide， thus sodium aluminate solution is obtained， pure 

aluminium hydroxide is precipitated by carbon dioxide Itnd agitation for long time. In 

the present report the results of d gesting for・severalcalcium aluminate slags having 

the chemical composition of lime alumina cement are given. From these slag alumina 

was extracted to about 30%-45%. 

(Department of Applied Chemistry， Faculty of 
Science and Engineering，、iVasedaUniversity) 
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事記曾持。

昭和 13年 9月初日午後 6時より大阪ピル内，

64名

演 「印度硯察談」 佐野龍二郎氏

相舎する者責に六拾有徐名，舎食後別室に移り轟に永ら く印度方面の化率工業を始め各般の賓情

を御調察の上近く御蹄閣になった先輩佐野龍二郎氏を努はして吾が南進政策に常に重要たる鍵を握

る東洋の英園 「印度」の現情を詳細に亙って御講演を願へり。

因みに同夜は東京中央放逸局より小栗先生の 「日本紙の化掌」に闘する御講演もあり，

第 56悶例 禽

レインポーグリルに於て開催せり。

出席者

講

一同傾聴

し午後九時頃散含せり 。

同夜の出席舎員芳名左の如し。(敬稽略〉

宇野

小倉

紳原

宮森清

久喜静

橋爪惟

大友笹

川崎博

事倉
木下賎

山岡 f亘一

川端郁太郎

卒

照

周

朝

次

公

夫

三

昇

雄

昌

A 

山本研 一

佐野能 二 郎

坂回誠

鹿島次郎

.iE i主弘

宮武和海

佐々木 主主夫

桂 登

長谷川昌之

安倍遁夫

南侃

竹川裕淑

御所謙吉

山口祭

武井宗

林浩

村田

荻布佐

原図 書者

尾立維怪

桜田信彦

部坂恒夫

津村 三 郎

IJ、野隆

印藤英次郎

坂口孝

毘

刀

明

卓
・

武宮

村井資

河内春

畑中

渡漣儀

井上1E量殺

中山総一員11

中野大輔

野崎雅大

吉川長太郎

竹内孝

利1 谷哲男

高橋昌典

日
計
長
雄

申

歳

一

郎

雄

雄

正

郎

卒

夫

旅

夫

弘

弘

前

桂

伍

義

邦

幹

信

太

公

光

節

隆

利

来

山

間

坪

岡

橋

版

本

村

山

越

海

原

小

秋

品

切

大

藤

棚

前

好

岡

穴

伊

横

同

第 57悶例 禽

昭和 13年 11月 7日午後 6時より大阪ビル内， レインボウグリルに於て開催せり。

講 演 「和紙雑談」 小栗捨菰先生

合食後，今夕はIJ、栗先生を圏んで興味ある和紙雑談を奔諒せり 。

因みに出席舎員芳名左の如し。 (敬稽略〉

59名出席者

小野隆

武井宗男

山内長 三雄

市川義雄

橋爪惟公

永島英

藤悶邦 雄

吉岡忠

宮武平日

鞍掛

山口祭

間見正

野崎雅大

川久保勇雄

男

海

剛

横田信彦

佐藤信夫

議野好治

大久保 美夫

山川岩雄

字里子昌卒

竹内祭次

大友恒

主主 山 E 

藤岡信俊

今村竹利

武宮昇

久保田穣亮

高橋昌典

夫

介

靭

ィ、薬捻蔵

山本研 二 郎

彦根元男

宗方千里

秋山続

古城鴻

宮森清
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好本太郎

呂輸九

安倍通夫

中山総ー艮11

印藤英次郎

佐#木主夫

雄

艮11

t占Z

卓

良

資

儀

裕

中

原

議

川

江

回

中

波

竹

入

村井重量長

小阪直太郎

石橋泰雄

山本ザj 正

御所議吉

報

雄

徳

明

春

正

治

頼

駿

内

島

田

居

岡

河

見

山

鷹

原

華韓

稀中野大

古田健

佐野龍 二 良~

似鳥次長11

川端昔J;:太郎
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第 58岡例曾

昭和 13年 12月 6日午後 6時より大限ビル内レインボウグリルに於て開催せり。

出席者

講 演 「満洲放行談」 藤好好美氏

一同食卓を共にしたる後，今夕は先年来満洲北支方面に暫し在住せられたる先輩

招き東洋の賓庫であり将来の吾邦化事工業の原動力たるべき満洲北支の費情，住み心地等諸般に亙

る興味ある御講演を拝聴せり。

因みに嘗日の出席者芳名左の如し。(敬稽略〉

藤好好美氏を

45名

藤好好美

山本研 二 良11

古披鴻介

安倍通夫

野崎雄大

漬野裕

近藤音量員!II

金子忠夫

御所謙吉

!炭田繁

藤岡邦雄

橋爪惟公

伊藤正士

津村 三 員[1

横 田 信彦

阿部辰之助

国原利弘

長海幾

宇野昌卒

回中良雄

鞍掛剛

中野大輔

長谷川昌之

大津英輔

川端郁 :太郎

竹川裕淑

苫米地和維

小栗捨歳

遠藤多嘉雄

佐藤信夫

久保田穣亮

部阪恒夫

京都純義

南侃

小野隆

武田貞親

卒

郎

男

夫

登

俊

雄

男

典

久

次

忠

恒

義

哲

昌

国

且

川

谷

橋

林

見

回

・

友

小

鹿

吉

大

経

古

市

神

高

例禽記事後記

庶務委員より舎員諸彦へI!

今春来，各例舎は久方振りの盛況にて御同慶に堪えませぬ。設に謹んで各講演者に厚〈御躍申上

げます。向舎員諸彦の御希望によりまして今後は例舎を午後 5時宇開舎，曾食後講演，懇談を了

へ午後 8時頃散含致し度いと存じます故，可成定刻午後 5時宇頃迄に御来場願ひ度う存じます。

(庶務委員御所譲吉記〉以上

曾員野報

合員加藤一男君(第2皐年生)は永らく病祭休撃中の鹿薬石設なく昭和

13年 12月 22日遂に永眠さるとの報を聞く。痛惜に堪へや。本舎は霊

前に香料を供へて深く哀悼の意を表したり。

(昭和 13年 10-12月〉

大阪工業試敏所

九州帝岡大泉エ皐部

東京ヱ業大皐

商工省燃料研究所

書

|母第 5-7披

13 ~き第 4， 5披

4善策 9-11畿

37， 38 披

圃謄

19 

7 

寄

省

m
t
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策

集

大阪工業試厳所報告

九州帝岡大拳工挙部紀要

東京工業大皐皐報

商工省燃料研究所報告
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工業化拳曾

日本化拳令

理化率研究所

化祭工業時報量士

日本ポノレトランドセメント同業令

向 舎

同合

電気化拳協倉

石油時報量土

色材協合

染織文化量士

東亜ペイント製造検式曾枇

染料塗料工業薬品新報枇

塗工之魁新聞批

小 JII 商底

織維素協曾

帝闘入港絹総株式合前士

重量線科拳研究曾

日本農重主化拳 舎

大原農業研究所

日本護諜協合

化事評論編持部

報書韓

第 41 編 集 9-12輩章
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工業化拳雑誌

日本化皐曾誌

理化製研究所業報

化拳工業時報

メント界会報

セメントコンクリート道路

セメントコンクリート議番

電気化拳

石油時報

色材協合誌

染織

へイント

染料塗料エ業薬品新報

塗工の魁

小川香料時報

繊維素工業

帝人.，イムス

日本軍軍総線覚

日本農義化拳舎誌

農拳研究

日本議議筋合言昔、

化事評論

セ

園
田
E
H
E
K

，《、

六
入
受

頁
拾
申

牟
頁
を

、
宇
金

国

代讃ルト
l
制
創
出

且
頁
新

五
l

の

拾
、
入

紙
岡
掃

表
四
面

は
年
岡

金
ケ
し

粉
一
但

庚告税
規定

〈禁無断車事裁〉

本
定債四拾銭

誌

昂リ印昭和 14年 2月 10日

卒
男

良E太

日
田
昌
一
小

ー遠

野
井

行

字
武

島

愛昭和 14年 2月 15日

早稲;大事理工拳部
膝用化皐科内

東京市勝田区美土代町 16

東京市神田区美土代町 16

東京市淀橋区早稲田大皐
理工察関態用化摩教室内

重量
人

者

続
行

席。

施。

編
護

I"P 

舎秀所印

早稲田態用化拳曾

電信牛込 513(謄用化皐教室呼出しのこと〉

媛笹口座耳臣家位921番

所行護



第 19 期 卒業 生 選 別舎

於 抱世f 主主 亭 (昭和 -1-四q:.二 月 i三 1:1)


